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最後は参加者全員でガンバロー三唱
　

今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
防
止
対

策
と
し
て
、
開
催
時
間
の

短
縮
・
参
加
人
数
を
縮
小

し
感
染
予
防
に
配
慮
し
た

開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

午
前
10
時
に
開
会
。
議

長
に
浅
田
誠
さ
ん
（
下

松
）
を
選
出
し
、
議
事
に

入
り
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
主
催
者
を
代

表
し
吉
村
執
行
委
員
長
が

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
問
題
で
、
今
回
は
こ
の

よ
う
な
形
で
の
大
会
と
な

り
ま
す
こ
と
へ
の
御
理
解

と
御
協
力
に
感
謝
い
た
し

ま
す
。」
と
あ
い
さ
つ
。

　

大
会
成
立
宣
言
の
後
、

令
和
元
年
度
一
般
経
過
報

告
・
決
算
報
告
・
会
計
監

査
報
告
が
行
わ
れ
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
令
和
2
年
度

運
動
方
針
案
と
予
算
案
を

一
括
提
案
。
質
疑
応
答
で

は
、
執
行
委
員
会
や
部
会

の
あ
り
方
、
シ
ス
テ
ム
変

更
、
組
合
運
動
の
方
向
性

等
に
つ
い
て
の
要
望
が
あ

り
、「
貴
重
な
御
意
見
を

踏
ま
え
な
が
ら
今
年
度
の

運
動
を
行
っ
て
い
き
た

い
」
と
の
執
行
部
答
弁
の

後
、
大
き
な
拍
手
で
運
動

方
針
と
予
算
が
決
定
さ
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
個
人
表
彰
と

組
織
拡
大
支
部
へ
の
表
彰

の
報
告
が
あ
り
、
大
会
宣

言
並
び
に
大
会
ス
ロ
ー
ガ

ン
の
採
択
が
行
わ
れ
、
最

後
に
吉
村
執
行
委
員
長
の

音
頭
の
も
と
、
全
員
で
ガ

ン
バ
ロ
ー
三
唱
を
行
い
閉

会
。1

万
3
千
人
組
織
を
目

指
し
、
全
力
で
取
り
組
む

こ
と
を
参
加
者
全
員
で
確

認
し
、
更
な
る
発
展
を
誓

い
合
い
ま
し
た
。

◆
◆
◆　

◆
◆
◆

大
会
諸
役
員

議
長
／
浅
田
誠
（
下
松
）

書
記
／
井
町
健
一
（
徳

山
）
吉
岡
弘
政
（
本
部
）

資
格
審
査
委
員
／
岩
神
幸

二
（
光
）

議
事
録
署
名
人
／
白
坂
雅

実
（
柳
井
）

支
部
表
彰

◆
組
織
拡
大
数

下
松
支
部
・
山
口
支
部
・

防
府
支
部

◆
組
織
拡
大
率

光
支
部
・
柳
井
支
部
・

小
野
田
支
部

個
人
表
彰

　

小
池
延
幸
（
岩
国
）・

田
中
満
男
（
岩
国
）・
城

前
知
弘
（
宇
部
）・
河
村

雅
伸
（
小
野
田
）・
穴
見

泰
夫
（
下
関
）・
田
村
豪

勇
（
下
関
）・
吉
村
典
之

（
徳
山
）

執
行
委
員
長

　

吉
村　
　

修（
宇　

部
）

副
執
行
委
員
長

　

青
木　
　

保（
小
野
田
）

　

今
地
幾
太
郎（
下　

松
）

　

藤
田　

裕
政（
長　

門
）

書
記
長

　

小
林　

和
弘（
山　

口
）

会
　
計

　

来
島　

正
利（　

萩　

）

会
計
監
査

　

河
嶋　

健
司（
吉　

南
）

　

河
野　

雅
次（
長　

門
）

　

瀧
口　
　

治（
美　

祢
）

組
織
対
策
部

◎
山
田　

好
男（
吉　

南
）

○
山
本　

英
治（
岩　

国
）

　

中
村　

孝
之（
下　

関
）

社
保
対
部（
共
済
福
祉
部
）

◎
藤
井　

洋
巳（
熊
毛
南
）

○
齊
藤　

博
行（
小
野
田
）

　

松
永　

裕
治（
岩　

国
）

　

宮
脇　

光
義（　

萩　

）

　

佐
々
木
浩
之（
柳　

井
）

賃
金
対
策
部

◎
久
保
登
志
正（
徳　

山
）

○
為
栗　

正
美（
山　

口
）

　

長
井　

悦
則（
宇　

部
）

　

橋
本　

信
康（
下　

松
）

技
術
対
策
部

◎
荒
木　

泰
司（
下　

関
）

○
𦿷　
　

祐
輔（
豊　

浦
）

　

山
内　
　

亮（
岩　

国
）

　

徳
原　

栄
治（
徳　

山
）

　

村
岡　
　

進（
長　

門
）

教
育
宣
伝
部

◎
熊
谷　

龍
夫（
山　

口
）

○
原
田　

広
人（
吉　

南
）

　

酒
井　

秀
昭（
小
野
田
）

　

藤
井　

龍
夫（
下　

松
）

　

金
子　

浩
一（
下　

関
）

税
金
対
策
部

◎
近
崎　

秀
幸（　

光　

）

○
末
広　

武
夫（
宇　

部
）

　

浜
下　

照
文（
下　

松
）

　

中
村　

廣
昭（
防　

府
）

住
宅
対
策
部

◎
曽
我　
　

隆（
防　

府
）

○
山
本　

克
巳（
阿　

東
）

　

橋
本　

晴
夫（
宇　

部
）

　

内
山　

秋
久（
山　

口
）

労
働
対
策
部

◎
林　
　

主
行（
美　

祢
）

○
山
﨑　

皓
生（
吉　

南
）

　

上
田　
　

司（
岩　

国
）

　

福
田　

雅
文（
宇　

部
）

青
年
部

◎
折
口　

大
介（
阿　

東
）

◎
は
部
長
、
○
は
副
部
長

　

令
和
2
年
度
の
山
口

建
設
高
等
職
業
訓
練
校

（
木
造
建
築
科
）
で
は
、

新
た
に
5
人
の
新
入
生

生
が
出
席
し
入
校
式
を

行
い
ま
す
が
、
今
年
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

拡
散
防
止
対
策
の
た
め
、

室
で
行
い
ま
し
た
。

　

働
き
な
が
ら
訓
練
校

に
通
い
、
知
識
と
技
術

を
学
ぶ
こ
と
を
2
年
間

で
の
運
営
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

　

例
年
で
は
会
長
・
校

長
・
全
指
導
員
と
新
入

時
間
の
短
縮
と
参
加
人

数
（
指
導
員
）
を
減
ら

し
た
簡
易
の
入
校
式
を

5
月
13
日
に
訓
練
校
教

生
は
指
導
員
の
先
生
方

と
力
を
合
わ
せ
て
、
頑

張
り
続
け
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

を
加
え
、

1
年
生
5

人
、
2
年

生
6
人
で

4
年
ぶ
り

の
2
学
年

継
続
す
る

こ
と
は
非

常
に
大
変

な
こ
と
で

す
。
こ
れ

か
ら
訓
練

為栗校長から新入生へ訓示

今
年
度
の
方
針
を
決
定

更
な
る
発
展
を
誓
う

１万３千人組織へ
新型コロナで縮小開催

第55回定期大会

４
年
ぶ
り
に

　
２
学
年
で
運
営

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

活
用
く
だ
さ
い

　

中
建
国
保
・
労
災
・

共
済
の
情
報
は
組
合
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ス
マ

ホ
に
も
対
応
）
で
も
見

ら
れ
ま
す
の
で
、
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

　
「
６
年
連
続
で
組
織
拡
大
達
成
。
更
な
る
拡
大
で
、

仲
間
の
健
康
と
仕
事
と
生
活
を
守
り
抜
こ
う
」。
建
設

山
口
は
第
55
回
定
期
大
会
を
６
月
28
日
、
建
設
山
口

本
部
会
館
で
開
催
。
代
議
員
17
人
、
役
員
７
人
な
ど

が
参
加
し
、
令
和
元
年
度
の
総
括
と
１
万
３
千
人
組

織
を
目
指
す
こ
と
を
柱
に
し
た
令
和
２
年
度
運
動
方

針
を
決
定
し
ま
し
た
。

山口県建設高等職業訓練校

重症度 症　状 対　応

Ⅰ度

Ⅱ度

Ⅲ度

・めまい、立ちくらみがある
・筋肉のこむら返りがある（痛い）
・汗が拭いても拭いても出てくる

・頭ががんがんする（頭痛）
・吐き気がする、吐く
・体がだるい（倦怠感・虚脱感）

・意識が無い
・体がひきつける（痙攣）
・呼びかけに対し返事がおかしい
・真っすぐに歩けない、走れない
・高い体温である

冷所に移し、安静にして体を冷やしましょう
水分・塩分を補給しましょう

Ⅰ度、Ⅱ度の対応をしながら、すぐに救急車で
病院に運びましょう

Ⅰ度の対応に加え、必ず誰かが付き添うように
しましょう
症状が改善しなければすぐに病院へ運びましょう

熱中症
STOP！

　熱中症による死傷者は、
前年より減少したものの
829 人と依然として多く、
うち死亡者は 25 人となっ
ています。その中でも、建
設業が 10 人と最も多い業
種となっています。
　熱中症とは高温・高熱の
場所で長時間過ごし、さら
に作業や運動が加わると、

身体は皮下血管の拡張や発
汗で機能を維持しようとし
ますが、限度を超えると体
内の塩分喪失の症状だけで
なく、ときに生命の危険を
伴う障害を招きます。
　熱中症の症状が表れた
ら、すぐに医師などへ連絡
し、適切な指示を受けま
しょう。

令
和
2
年
度
役
員



や　　　ま　　　ぐ　　　ち（2）　令和２年８月１日 第２９８号

生
活
・
仕
事
に
大
き
な
影
響

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

種別 名称 制度の内容 問合せ先

給
付
金
等

持続化給付金
売上が前年同月比50％以上減少した事業者
（法人：最大200万円、個人事業主：最大100万円
※昨年1年間の売上からの減少分が上限）

持続化給付金コールセンター
℡0120-115-570

雇用調整助成金 一時休業等により雇用維持を図った事業主
（上限8,330円 /人×休業日数）

各ハローワークまたは
山口労働局

小学校休業等対応
助成金・支援金

小学校の臨時休校により子どもの世話が必要となり休業した
個人事業主、従業員に対し休暇を取得させた事業主
（休業した個人事業主：日額上限4,100円、　
休暇を取得させた事業主：日額上限8,330円）

学校等休業助成金・支援金等
相談コールセンター
℡0120-60-3999

高等教育修学支援
新制度

保護者の収入が減少した学生に対し、
授業料等の減免・給付型奨学金の支給

在学中の大学等の学生課や
奨学金相談窓口

貸
付
等

緊急小口資金 休業等により収入の減少があり、緊急かつ一時的な生計維持
のための貸付金を必要とする世帯（最大20万円）

個人向け緊急小口資金・
総合支援資金相談コールセンター
℡0120-46-1999

総合支援資金
収入の減少や失業等により生活に困窮し、
日常生活の維持が困難となっている世帯
（単身世帯：月15万円以内、複数世帯：月20万円以内）

新型コロナウイルス
感染症特別貸付

直近1ヶ月の売上が前年同期または
前々年同期比5％以上減少した事業者
（無担保・当初3年間基準金利から▲0.9％）

日本政策金融公庫各支店

猶
予

納税の猶予 一時の納税を行うことが困難である方
国　税：各税務署
県　税：各県税事務所
市町税：各市町

支払期限の延長等 公共料金等の支払期限の延長 電気･ガス ･電話：契約時業者
上下水道：お住まいの各市町

※上記以外にも様々な制度があります。詳しくは県や関係省庁のＨＰ等でご確認ください。

主な支援・給付制度の概要

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
を
受
け
、
政
府

は
4
月
7
日
に
7
都
府
県

に
緊
急
事
態
宣
言
を
発
令
。

5
月
6
日
ま
で
の
外
出
自

粛
や
接
触
削
減
等
が
要
請

さ
れ
、
4
月
17
日
に
は
対

象
区
域
が
全
国
に
拡
大
さ

れ
ま
し
た
。

　

山
口
県
で
は
5
月
14
日

に
宣
言
が
解
除
さ
れ
ま
し

た
が
、
日
々
の
生
活
や
仕

事
へ
の
大
き
な
影
響
も
出

て
い
ま
す
。

　

建
設
山
口
に
お
い
て
も

各
会
議
の
時
間
短
縮
や
イ

ベ
ン
ト
中
止
、
ま
た
各
支

部
に
お
い
て
も
窓
口
業
務

の
感
染
防
止
対
策
等
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
・
県
に
お
い

て
は
感
染
防
止
対
策
や
資

金
対
策
、
支
援
給
付
金
等

対
応
策
を
打
ち
出
し
て
い

ま
す
。
内
容
が
多
岐
に
わ

た
る
た
め
、
詳
細
は
各
省

や
自
治
体
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
持
続
化
給
付
金

の
申
請
は
電
子
申
請
が
原

則
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

電
子
申
請
が
困
難
な
方
の

た
め
に
、
完
全
予
約
制
の

申
請
サ
ポ
ー
ト
会
場
が
開

設
さ
れ
て
い
ま
す
。
お
問

い
合
わ
せ
は
左
記
ま
で
お

願
い
し
ま
す
。

　

受
付
時
間
9
〜
18
時

　
℡
0
5
7
0

－

0
7
7

－

8
6
6保

険
料
の
減
免
措
置

　

中
建
国
保
で
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と

診
断
さ
れ
た
世
帯
や
事
業

収
入
等
の
減
少
が
生
じ
た

世
帯
に
対
し
国
民
健
康
保

険
料
の
減
免
措
置
を
行
っ

て
い
ま
す
。
対
象
世
帯
や

対
象
期
間
は
要
件
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
の
で
、
詳

細
に
つ
い
て
は
お
入
り
の

支
部
ま
で
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

加入年齢（歳）　積立期間（年）　払 込 金 額　一  時  金
10年確定
年金（月額）

10年保証期間
付 終 身 年 金
（男性月額）

55歳         10        2,400,000   2,473,700     21,600         12,100

55歳         10        1,000,000   1,099,200    【9,600】        【5,400】

年金共済まごころ
月々5,000円から老後の
ゆとりを育ててみませんか？

①全建総連の組合員のための年金共済制度。
月払・１口5,000円から20口10万円まで（掛
金見直しも可能）。

②掛金は、毎月26日に自動引落。
③月払い加入者は１口10万円単位で「一時払積
増」が可能【年２回】。

④一部引き出し可能。
⑤67歳まで加入ができ、
60～70歳の間で、年金ま
たは一時金での選択。

加入モデルケース加入モデルケース
■月４口（20,000円）で加入した場合

■一時払積増10口（100万円）を積増した場合

※この金額は、2020年現在のものです。将来の受取額をお約束するもの
　ではなく、現在の利回りが続いた場合であり、下回る場合もあります。

Ａ：現在、予定利率・年1.26％となってい
ますが、将来変更される場合があります。

Ａ：保険料は、一般の生命保険
料控除の対象で、年金で受け取
るときや一時金で受け取るとき
は、課税対象となります。

Ｑ＆ＡＱＱＱＱＱ＆＆＆＆＆＆＆＆ＡＡＡＡＱ＆Ａ

徴
特
の
ろ
こ
ご
ま

所属組合または全建総連年金共済事業本部
〒169-8650 東京都新宿区高田馬場２－７－15  TEL 03－3200－6221お問合せ ▼ホームページにアクセス

http://1bb.jp/kyosai/magokoro/

※事務手数料や、保険会社の事務手数料の関係
　で、元本割れ期間があります。

Ｑ１ 利回りはどうなっているの？Ｑ１ 利回りはどうなっているの？

Ｑ２ 税務上の扱いは？Ｑ２ 税務上の扱いは？

持続化給付金（法人・個人事業主）

■給付額（上限）　　中小法人 200万円　　個人事業主 100万円
　　　　　　　　　　　＊但し、昨年の売上から減少分を上限 
■売上減少分の計算方法 前年の総売上（事業収入）－（前年同月比▲50％月の売上×12ヶ月）
■給付対象の主な要件 ひと月の売上が前年同月比で50％以上減少している事業者
■申請期間（申請方法） 令和2年5月1日～令和3年1月15日まで（原則：電子申請）

申　　請　　手　　順

①持続化給付金ホームページへアクセス
持続化給付金 検索

　申請用ＨＰ（http://jizokuka-kyufu.jp）

④ ＩＤ・パスワードを入力すると
　［マイページ］が作成されます
・基本情報  ・売上額 ・口座情報 を入力

⑤必要書類を添付
　・2019年の確定申告書類の控え
　・売上減少となった月の売上台帳の写し
　・身分証明書の写し（個人事業者の場合）

② 申請ボタンを押して、メールアドレス
などを入力［仮登録］

③ 入力したメールアドレスに、メールが
届いていることを確認して、［本登録］へ
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登
山
靴

32

久光　義秋（光・大工 70）

大船山 1,787m
（大分県竹田市）

支　部 令和 2 年 6 月末
建設山口組合員数

4月から
の増減数

阿　東 68 0
岩　国 1,794 7
宇　部 1,692 35
小野田 581 4
吉　南 1,036 10
下　松 1,307 27
熊毛南 252 1
下　関 1,160 － 4
徳　山 746 － 3
豊　浦 174 － 1
長　門 174 － 3
萩 185 － 4
光 253 3
防　府 971 － 13
美　祢 168 0
山　口 1,177 16
柳　井 456 9

計 12,194 人 84

が
あ
る
。
九
州
・
九
重

の
坊
ガ
ツ
ル
か
ら
仰
ぎ

見
る
峰
。山
容
は
す
く
っ

と
し
て
、
頂
に
近
づ
く

ほ
ど
傾
斜
が
強
く
山
好

き
好
み
の
姿
で
あ
る
。

　

♪
ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ

咲
き
誇
り
♪
芹
洋
子
の

歌
で
一
躍
人
気
の
山
と

な
り
、
こ
の
時
期
に
山

全
体
を
染
め
る
「
ミ
ヤ

マ
キ
リ
シ
マ
」
の
花
を

求
め
て
登
山
者
の
行
列

で
賑
わ
う
風
景
が
、
毎

年
繰
り
返
さ
れ
る
風
物

6
月
の
初
旬
に
な
る

と
何
時
も
思
い
出
す
山

の
で
ゆ
っ
く
り
歩
く
。

歩
き
始
め
て
1
時
間
、

山
頂
は
目
の
前
だ
、
頑

張
れ
！

　

山
頂
か
ら
の
眺
め
が

疲
れ
を
癒
す
。
山
頂
で

休
憩
し
、
こ
れ
か
ら
向

か
う
北
大
船
（
段
原
）

詩
と
な
っ
て

い
る
。

　

私
た
ち
は

坊
ガ
ツ
ル
か

ら
大
船
山
へ

登
り
、
北
大

船
・
平
治
岳

の
花
を
愛
で

る
コ
ー
ス
を

歩
く
計
画
で

出
発
し
た
。

　

足
元
の
土

は
火
山
特
有

の
滑
り
や
す

い
黒
い
土
な

平
治
岳
の
ピ
ン
ク
に
色

づ
く
稜
線
を
見
な
が
ら
、

下
り
は
捻
挫
が
お
き
や

す
い
の
で
一
歩
一
歩
確

実
に
足
を
置
き
、
急
が

ず
慌
て
ず
歩
き
ま
し
ょ

う
と
声
を
か
け
る
。

　

標
高
3
0
0
ｍ
の
下

り
は
楽
だ
が
転
倒
、
滑

落
の
危
険
は
伴
う
。
避

難
小
屋
か
ら
右
に
折
れ

北
大
船
・
段
原
火
口
跡

に
は
辺
り
一
面
を
ピ
ン

ク
で
覆
う
ミ
ヤ
マ
キ
リ

シ
マ
の
花
に
女
性
（
山

ガ
ー
ル
）
た
ち
の
驚
嘆

の
悲
鳴
が
。確
か
に「
咲

き
誇
り
」
の
形
容
が

ピ
ッ
タ
リ
だ
。

　

花
に
堪
能
し
、
さ
ら

に
下
り
大
戸
越
に
着
く
。

こ
の
分
岐
か
ら
右
は
男

池
、
左
は
坊
ガ
ツ
ル
に

続
く
。
直
進
す
れ
ば
平

治
岳
。
こ
の
峰
一
帯
も

ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
の
大

群
生
地
だ
。

　

現
在
は
段
原
の
ツ
ツ

ジ
は
害
虫
の
被
害
で
壊

滅
状
態
な
の
で
、
近
年

は
平
治
岳
が
有
名
な
ス

ポ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
も
ツ
ツ
ジ
の
ピ

ン
ク
に
染
ま
り
出
発
地

の
坊
ガ
ツ
ル
へ
下
る
。

　

メ
ン
バ
ー
全
員
無
事
。

花
に
触
れ
る
山
歩
き
は

良
き
想
い
出
と
な
っ
た
。

家
族
で
工
夫
し
て

吉
南　

小
林　

啓
司

（
設　

計
）

　

コ
ロ
ナ
の
流
行
に
よ
っ

て
毎
日
テ
レ
ビ
で
流
れ
る

ニ
ュ
ー
ス
を
見
る
と
不
安

や
心
配
が
つ
き
ま
せ
ん
。

　

ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い

よ
う
に
工
夫
し
て
毎
日
を

過
ご
し
て
い
ま
す
。

習
い
事
が
ス
ト
ッ
プ

下
松　

山
藤　

喜
代
子

（
主　

婦
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
よ
り
、
小
学
2
年
生
に

な
っ
た
ば
か
り
の
息
子
の

習
い
事
は
ス
ト
ッ
プ
。
体

を
動
か
す
こ
と
が
大
好
き

で
入
会
し
よ
う
と
し
て
い

た
野
球
ク
ラ
ブ
に
も
入
れ

ず
、
素
振
り
と
キ
ャ
ッ
チ

ボ
ー
ル
の
毎
日
で
す
。

淋
し
い
よ
う
な
気
分

山
口　

坂
本　

常
人

（
大　

工
）

　

世
の
中
総
て
の
こ
と
が

申
請
・
数
字
の
書
類
の
み

に
な
っ
て
、
す
っ
き
り
し

た
よ
う
な
淋
し
い
よ
う
な

気
分
の
毎
日
で
す
。

9
歳
の
娘
が

母
の
日
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

下
松　

吉
田　

亜
衣
子

（
主　

婦
）

9
歳
の
娘
が
お
金
を
貯

め
て
母
の
日
の
カ
ー
ネ
ー

シ
ョ
ン
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　

と
て
も
嬉
し
く
て
、
あ

り
が
た
か
っ
た
で
す
。

　

自
分
の
親
に
は
テ
イ
ク

ア
ウ
ト
し
た
お
寿
司
と

ケ
ー
キ
、
服
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
。

大船山山頂から北大船・平治岳を俯瞰する

フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
補
助
金
申
請

　
　
　
全
建
総
連
が
と
り
ま
と
め

　

厚
生
労
働
省
の
墜
落
制

止
用
器
具
（
安
全
帯
）
の

買
い
替
え
費
補
助
制
度
に

お
い
て
、
全
建
総
連
が
登

録
小
売
店
と
な
っ
て
全
国

の
各
県
連
・
組
合
か
ら
の

補
助
金
申
請
用
の
フ
ル

ハ
ー
ネ
ス
の
と
り
ま
と
め

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
使
っ
て
い
る
安
全

帯
か
ら
新
規
格
の
フ
ル

ハ
ー
ネ
ス
型
安
全
帯
に
買

い
替
え
る
場
合
の
み
補
助

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

【
商
品
】

　

谷
沢
製
作
所
の
2
商
品

3
万
円
と
3
万
3
千
円

【
申
請
期
限
】

8
月
28
日
（
金
）

【
注
意
事
項
】

　

申
請
後
、
審
査
の
う
え

競
争
的
に
交
付
決
定
が
行

わ
れ
ま
す
。
添
付
書
類
で

「
建
設
業
許
可
通
知
書

（
写
）」
ま
た
は
、「
建
設

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ

ム
事
業
者
登
録
書
類

（
写
）」
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
ど
ち
ら
も
準
備
で
き

な
い
方
も
申
請
は
で
き
ま

す
が
、
審
査
で
落
ち
る
可

能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

　

詳
細
は
お
入
り
の
支
部

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

組
合
で
は
、
足
場
の
組

立
て
等
作
業
主
任
者
技
能

講
習
を
開
催
し
ま
す
。

　

つ
り
足
場

（
ゴ
ン
ド
ラ
の

つ
り
足
場
は

除
く
）、
張
り

出
し
足
場
ま

た
は
高
さ
が

5
ｍ
以
上
の

構
造
の
足
場

の
組
み
立
て
、

解
体
ま
た
は

変
更
の
作
業

に
つ
い
て
は
足
場
の
作
業

主
任
者
を
選
任
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
仕
事
上
、

こ
の
資
格
が
必
要
な
方
は

受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
9
月
28
日
（
月
）

　
　
　

  

9
月
29
日
（
火
）

　

両
日
と
も
8
時
50
分
か

ら
17
時

【
場
所
】
山
口
市
「
建
設

山
口
本
部
会
館
」

【
〆
切
】
9
月
4
日
（
金
）

【
受
講
料
】

5
0
0
0
円

【
テ
キ
ス
ト
代
】

1
3
0
0
円
（
建
設
山

口
組
合
員
は
5
0
0
円
に

な
り
ま
す
）。

　

※
詳
細
に
つ
き
ま
し
て

は
、
所
属
の
支
部
ま
た
は

本
部
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

～補助金の追加安全措置数5つ
＝加点20点のセット商品～

品番：UXV-01A-OTⅢ-2TRG-582Y-587
（30,000円）

足場の技能講習
9月に組合主催で

わが家のアイドル

防府支部 大門美代子 さん

ミ
ミ
ち
ゃ
ん

愛
猫

　わが家に茶トラの愛猫がやって来て4年になります。
　小さな小さな猫でしたが大きな声でニャーニャー
泣き叫び、泣き声に負けてわが家の家族になりました。
　今では足をモミモミしたり、主人が胡坐を組むと
膝の上に上がり気持ちよさそうに寝てしまい、名前
を呼んでも返事ばかり。これは主人似かな？
　でもわが家のアイドルでもあり、癒しでもあります。
　これからも家族として健康に注意して頑張ってい
きます。

sssssssssssssssssssssssssssssssssssssssss

法人設立の前に
組合へご連絡を

　

中
建
国
保
加
入
者
の

方
で
、
個
人
事
業
所
か

ら
新
た
に
法
人
事
業
所

を
設
立
さ
れ
た
際
は
、

今
ま
で
加
入
さ
れ
て
い

た
国
民
年
金
か
ら
厚
生

年
金
に
切
り
替
え
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

手
続
き
期
間
は
法
人

設
立
日
か
ら
原
則
14
日

以
内
と
な
り
ま
す
。
短

い
期
間
で
す
の
で
、
御

注
意
く
だ
さ
い
。

14
日
を
超
え
る
と
中

建
国
保
の
資
格
を
失
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

法
人
設
立
の
予
定
が
あ

る
方
は
事
前
に
各
支
部

へ
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、
法
人
事
業
所
で

従
業
員
を
新
た
に
雇
う

場
合
も
雇
用
日
か
ら
原

則
14
日
以
内
に
手
続
き

を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

ま
た
、
元
請
や
ゼ
ネ

コ
ン
か
ら
の
誤
っ
た
情

報
で
、
半
ば
強
制
的
に

法
人
化
や
協
会
け
ん
ぽ

へ
移
行
さ
れ
た
事
例
が

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

「
中
建
国
保
加
入
は
、

協
会
け
ん
ぽ
加
入
と
同

等
の
扱
い
」
と
な
り
ま

す
。
元
請
な
ど
か
ら
強

要
さ
れ
た
場
合
に
は
、

本
部
も
し
く
は
、
お
入

り
の
支
部
に
御
連
絡
く

だ
さ
い
。



や　　　ま　　　ぐ　　　ち（4）　令和２年８月１日 第２９８号

リレーエッセイ 154

豊浦　増田　淳二
（大工・49）

新
型
コ
ロ
ナ
に

つ
い
て
思
う

増田さん

　新型コロナウイルス感染
症により日本を含め世界が震
撼している中で、一人の人間
として想うことを独り言のよう
に書かせていただきます。
　今回の新型コロナウイルス感染症に
より、私自身仕事に支障があったことは
事実です。実際３月に発注した設備機器
が６月に入荷するなど、工期が遅れてし
まい、計画していた他の仕事にも影響
をきたしてしまいました。また、次女は
４月から京都で大学生活を送るはずでし
たが、授業がｗｅｂ授業となり、自宅で
のオンライン授業により講義を受けてい
ます。多くの方が、当たり前の日常が変
わってしまったのではないでしょうか？
　しかし、考えてみると、それによりま
た違った面を見ることができる、経験で
きなかったことが経験できる、と考え

てみてはどうだろうか。人生
に、もしかすると二度と経験
しない貴重な経験をしているの
だとも思います。

　経済が発展し文明の進化の速度が
早まるのみの社会で、これほどまでに
立ち止まらされたことで、生きる意味、
大切なことをゆっくり考える時間をもて
るのではないでしょうか？
　仕事でも今一度考える意義を持つこと
ができました。また、次女も、一人暮ら
しの準備がゆっくりとできました。
　人事を尽くして天命を待つ、という心
の持ち様を大切にしたい。
　多くの人のお陰で生活できているとい
う感謝の気持ちをもって生きることがで
きたらより幸せになり、お互いにやさし
くなれる世界になると信じて・・・。

やま
ぐち

10人にクオカード

〈
解
き
方
〉
カ
ギ
を
ヒ
ン

ト
に
□
を
う
め
、
Ａ
Ｂ
Ｃ

Ｄ
Ｅ
の
順
に
並
べ
変
え
て

く
だ
さ
い
。

―
ヨ
コ
の
カ
ギ
―

①
反
り
返
っ
た
幅
広
の
刀

身
に
長
い
柄
を
付
け
た

武
器
。
人
や
馬
を
な
ぎ

倒
す
の
に
使
っ
た
。

④
岡
山
市
の
銘
菓
。
○
○

だ
ん
ご
。

⑤
現
地
や
現
場
に
行
っ
て
、

実
際
の
状
況
を
見
極
め

る
こ
と
。

⑥
自
動
車
な
ど
の
車
体
に

水
を
か
け
て
洗
う
こ
と
。

⑧
建
物
や
山
林
な
ど
、
大

き
な
も
の
が
焼
け
る
こ

と
。

⑩
人
々
の
関
心
を
引
く
出

来
事
。
問
題
と
な
る
出

来
事
。

⑪
専
門
の
学
問
や
技
能
を

教
え
、
ま
た
そ
の
研
究

に
従
事
す
る
職
。
大
学

○
○
○
○
○
。

⑫
前
も
っ
て
必
要
な
費
用

を
見
積
も
る
こ
と
。
ま

た
、
そ
の
費
用
。

⑬
空
の
中
。
地
面
よ
り
上
。

―
タ
テ
の
カ
ギ
―

②
疑
っ
て
問
う
こ
と
。
疑

わ
し
こ
と
。
○
○
○
点
。

③
自
分
以
外
の
人
。
ほ
か

の
人
。

④
何
か
を
始
め
る
手
が
か

り
。
動
機
。
チ
ャ
ン
ス
。

⑥
多
く
の
客
が
ひ
っ
き
り

な
し
に
来
て
絶
え
間
が

な
い
こ
と
。
○
○
○
○

○
万
来
。

⑦
お
み
く
じ
や
占
い
な
ど

で
、
運
勢
、
縁
起
が
や

や
良
い
こ
と
。

⑨
諸
経
費
の
う
ち
、
人
の

労
働
に
対
し
て
支
払
わ

れ
る
経
費
。

⑩
あ
る
も
の
を
必
要
と
し

て
求
め
る
こ
と
。
○
○

○
○
と
供
給

◆
◆
◆　

◆
◆
◆

　

答
え
を
ハ
ガ
キ
に
書
い

て
9
月
11
日
（
当
日
消
印

有
効
）
ま
で
に
「
や
ま
ぐ

ち
パ
ズ
ル
係
」
に
送
っ
て

く
だ
さ
い
。
10
人
の
方
に

ク
オ
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ

ま
す
。

　

解
答
の
ハ
ガ
キ
に
は
、

住
所
、
氏
名
、
職
種
、
支

部
名
、
年
齢
の
ほ
か
、
あ

な
た
の
仕
事
や
生
活
の
こ

と
な
ど
短
い
文
章
を
書
き

添
え
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、「
仲
間
の
声
」

掲
載
文
に
も
ク
オ
カ
ー
ド

を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
声
を
で
き
る

だ
け
紙
面
に
反
映
さ
せ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

◇
297
号
解
答
◇

　

シ
ン
カ
ン
セ
ン

〈
当
選
者
〉【
吉
南
】
池
田

真
里
子
・
加
藤
淳
子
・
斉

藤
守
・
佐
伯
久
美
・
中
野

奈
津
代
・
平
田
佳
弘
【
徳

山
】
須
藤
進
【
豊
浦
】
増

田
葵
【
光
】
正
本
安
佐
子

【
山
口
】
清
水
大
樹

（
応
募
総
数
42
）

日影で風通しのよいオープンカフェ（10席）

マロンロール（300円）、コーヒー（380円）

A

D

B

C

E

1

6

11

13

2 3

5

10

12

4

8 97

　【
山
口
・
熊
谷
龍
夫
（
左

官
・
55
）】
山
口
市
の
中
心

部
Ｊ
Ｒ
山
口
駅
か
ら
徒
歩

15
分
の
と
こ
ろ
に
本
町
Ｋ

Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｙ
Ａ
（
カ
メ

リ
ヤ
）
が
あ
り
ま
す
。
令

和
2
年
4
月
1
日
に
開
店

し
た
ば
か
り
の
お
店
で
す
。

　

本
町
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｙ

Ａ
は
ケ
ー
キ
と
ク
ッ
キ
ー

を
販
売
し
て
い
る
店
舗
と

屋
外
10
席
、
屋
内
20
席
の

カ
フ
ェ
ス
ペ
ー
ス
が
設
置

さ
れ
て
い
る
お
店
で
す
。

　

お
店
で
ケ
ー
キ
を
購
入

し
飲
み
物
を
注
文
し
て
、

カ
フ
ェ
ス
ペ
ー
ス
で
い
た

だ
く
こ
と
も
出
来
ま
す
。

ピ
ロ
テ
ィ
形
式
の
屋
外

オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
は
日
陰

で
風
通
し
も
良
く
、
く
つ

ろ
げ
る
場
所
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

屋
内
は
冷
暖
房
完
備
で

カ
ウ
ン
タ
ー
席
に
は
コ
ン

セ
ン
ト
等
も
設
置
さ
れ
て

い
て
、
ス
マ
ホ
の
充
電
や

Ｐ
Ｃ
作
業
も
可
能
で
す
。　愛車、愛妻、愛娘、愛犬・・・。人それ

ぞれに「愛○」の○には色々なことが考え
られると思います。組合員の皆さん、「愛○」
の○を入れてください。
　そして、それにまつわるエピソードと写
真を建設山口教宣部まで送付してください。
投稿をお待ちしています。

　あわせて、「お気に入りの場所」の原稿
も募集します。ご自分のお気に入りの場所
で、皆さんにもおすすめの場所についてお
書きください。こちらの記事にも写真を添
えて、建設山口教宣部までお送りください。
掲載者にはクオカードをお送りいたします。
　よろしくお願いします。

 「愛○」「お気に入りの場所」の
原稿募集中

 「愛○」「お気に入りの場所」の

　

店
舗
販
売
さ
れ
て
い
る

ケ
ー
キ
は
甘
さ
を
抑
え
た

上
品
な
味
で
約
20
種
類
程

度
、
ク
ッ
キ
ー
・
紅
茶
葉
・

台
湾
茶
葉
が
販
売
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

カ
フ
ェ
ス
ペ
ー
ス
で
は

コ
ー
ヒ
ー
・
紅
茶
の
ほ
か
、

台
湾
茶
・
タ
ピ
オ
カ
・
ソ

フ
ト
ク
リ
ー
ム
等
も
あ
り

ま
す
。

　

午
後
の
ひ
と
時
、
風
通

し
の
良
い
オ
ー
プ
ン
カ

フ
ェ
で
く
つ
ろ
ぎ
の
ひ
と

時
な
ど
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。
ち
な
み
に
筆
者
の
職

場
よ
り
歩
い
て
10
歩
の
場

所
に
あ
り
ま
す
。

オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
で

く
つ
ろ
ぎ
の
ひ
と
時
を

本町
KAMERIYA

住所：山口市本町２丁目 4-14
TEL：083-932-4836
OPEN：10:30 ～ 19:00

作・斉藤達夫

コロナ禍
か

～新生活スタイル～

忘
れ
ち
ゃ
い
け
な
い

感
染
リ
ス
ク
の
あ
る

医
療
現
場
で

日
夜

働
い
て
い
る

人
た
ち
の
こ
と
じ
ゃ

ホ
ン
ト

頭
の
下
が
る
思
い

感
謝
し
な
く
ち
ゃ
ね

「
マ
ス
ク
の
着
用
」も

夏
場
は

か
な
わ
ん
の
う

汗
で
む
れ
て

グ
シ
ョ
グ
シ
ョ
じ
ゃ

熱
中
症
も

気
を
つ
け
て

「
３
密
の
回
避
」

要
す
る
に

「
狭
い
場
所
」に

「
大
勢
」あ
つ
ま
っ
て

「
ふ
れ
あ
い
」な
ん
ぞ

求
め
る
な
っ
て
こ
と
じ
ゃ

「
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
」も

「
ハ
グ
」も

当
分
お
あ
づ
け

「
人
的
接
触
距
離
の
確
保
」

　

  

（
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
）

ス
ー
パ
ー
の
レ
ジ
も
距
離
を

あ
け
す
ぎ
ち
ゃ
う
と

ち
ゃ
っ
か
り

割
り
込
ん
で
来
る

お
客
さ
ん
も
い
る
の
よ
ね


